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１ はじめに  

（ １ ） 本 ガ イ ド ラ イ ン の 目 的  

 本 ガ イ ド ラ イ ン は ， 柏 市 の 教 職 員 及 び 児 童 生 徒 が 業 務 や 学

習 で 生 成 AI を 利 用 す る 際 に 遵 守 す べ き 事 項 を 明 記 し た も の

で あ る 。  

 生 成 AI の 利 用 に つ い て ， 様 々 な 活 用 の メ リ ッ ト を 指 摘 す

る 声 が あ る 一 方 ， 著 作 権 や フ ァ ク ト チ ェ ッ ク ※ ， エ コ ー チ ェ

ン バ ー ※ な ど ， 情 報 の 扱 い に つ い て 懸 念 も 指 摘 さ れ て い る 。  

こ こ で は ， 利 用 時 の 作 業 指 示 （ プ ロ ン プ ト ※ 入 力 ） や 生 成

さ れ た 情 報 の 活 用 時 の 注 意 事 項 に つ い て ， ガ イ ド ラ イ ン に ま

と め た 。  

ガ イ ド ラ イ ン は ， 状 況 に 応 じ て 随 時 見 直 し て い く こ と を 前

提 と し て い る 。  

※ フ ァ ク ト チ ェ ッ ク ： 情 報 の 正 確 性 ・ 妥 当 性 を 確 か め る こ と  

※ エ コ ー チ ェ ン バ ー ： 自 分 と 同 じ 意 見 を 多 く 聞 く こ と で 意 見

が 確 固 た る も の と な り ， 他 の 視 点 や 議

論 が 排 除 さ れ る 可 能 性 が 高 ま る こ と  

※ プ ロ ン プ ト ： 生 成 AI に 与 え る 入 力 や 指 示 の こ と  

 

（ ２ ） 本 ガ イ ド ラ イ ン が 対 象 と す る 範 囲  

 本 ガ イ ド ラ イ ン が 対 象 と す る 生 成 AI は ， ア プ リ の 信 頼 度

か ら 「 ChatGPT（ １ ３ 歳 以 上 ， １ ８ 歳 未 満 は 保 護 者 同 意 必

須 ） 」 及 び 「 Copilot（ 未 成 年 は 保 護 者 同 意 必 須 ） 」 ，

「 Google Bard（ １ ８ 歳 以 上 ） 」 を は じ め ， 一 般 的 に 生 成 AI

と 認 識 さ れ て い る 全 て の ア プ リ の 利 用 を 想 定 し て い る 。  

 対 象 と す る 相 手 は ， 柏 市 の 教 職 員 ， 柏 市 立 小 学 校 に 通 う 小

学 生 （ 以 下 児 童 と い う  ま た ５ 年 生 以 上 を 目 安 と し た ， 生 成

AI の 特 性 を 十 分 理 解 し た 児 童 ） 及 び 柏 市 立 中 学 校 に 通 う 中

学 生 （ 以 下 生 徒 と い う ） と す る 。 児 童 生 徒 の 利 用 に 関 し て

は ， 保 護 者 の 同 意 が 必 要 な ア プ リ が あ る 。 令 和 ６ 年 度 柏 教 指

第 ２ ７ 号 で 通 知 し て い る 同 意 書 を も っ て 同 意 し た も の と す る

た め ， 未 提 出 の 児 童 生 徒 が 利 用 す る 場 合 に は 家 庭 に 対 し て は
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同 意 書 を 求 め 学 校 で 保 管 す る 。  

（ ３ ） 本 ガ イ ド ラ イ ン の 構 成  

 本 ガ イ ド ラ イ ン で は ， 柏 市 の 教 職 員 及 び 児 童 生 徒 が 遵 守 す

べ き 生 成 AI 利 用 時 の 禁 止 事 項 や 注 意 事 項 に つ い て 記 載 す

る 。  

 生 成 AI は ， い ず れ の サ ー ビ ス も 基 本 的 に 「 ユ ー ザ ー が 何

ら か の デ ー タ を 入 力 し て ， 何 ら か の 処 理 （ 保 管 ， 解 析 ， 生

成 ， 学 習 ， 再 提 供 等 ） が 行 わ れ ， そ の 結 果 （ 生 成 物 ） を 得

る 」 と い う 構 造 で あ る 。 そ の た め ， 以 下 の ２ つ の パ ー ト か ら

構 成 す る 。  

 Ⅰ  デ ー タ 入 力 に 際 し て 注 意 す べ き 事 項  

 Ⅱ  生 成 物 を 利 用 す る に 際 し て 注 意 す べ き 事 項  

 

２ 使用について  

Ⅰ  デ ー タ の 入 力 に 際 し て 注 意 す べ き 事 項  

 生 成 AI ツ ー ル に 入 力 （ 送 信 ） す る デ ー タ は 多 種 多 様 な も の が 含

ま れ る が ， 知 的 財 産 権 の 処 理 の 必 要 性 や 法 規 則 の 遵 守 と い う 観 点 か

ら ， 以 下 （ 1） ～ （ 5） に 示 す 類 型 の デ ー タ を 入 力 す る 場 合 ， 特 に 注

意 が 必 要 で あ る 。  

（ １ ） 個 人 情 報  

生 成 AI ツ ー ル に お い て 入 力 し た デ ー タ は ， 学 習 さ れ 検 索

対 象 に な っ た り ， 当 該 ツ ー ル 提 供 者 の モ デ ル 学 習 に 利 用 さ れ

た り す る 可 能 性 が あ る た め ， 生 成 AI に 個 人 情 報 （ 氏 名 ・ 生

年 月 日 ・ 住 所 等 ） を 決 し て 入 力 し て は な ら な い 。  

（ ２ ） 非 公 開 情 報  

柏 市 情 報 公 開 条 例 第 7 条 の 各 号 に 掲 げ る不 開 示 情 報 ※ を 生

成 AI に 入 力 し て は な ら な い 。  

・ 法 令 秘 情 報 （ 第 1 号 ）  

法 令 又 は 条 例 に よ り 公 に す る こ と が で き な い と 認 め ら れ る

も の  

・ プ ラ イ バ シ ー 情 報 （ 第 2 号 ）  

氏 名 ， 生 年 月 日 ， 健 康 ， 財 産 等 の 個 人 に 関 す る 情 報 で あ
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り ， 公 に し な い こ と が 正 当 で あ る と 認 め ら れ る も の  

・ 法 人 等 情 報 （ 第 3 号 ）  

生 産 技 術 ， ノ ウ ハ ウ ， 財 務 経 理 に 関 す る 情 報 等 ， 公 に す る

と 当 該 法 人 の 競 争 上 の 地 位 そ の 他 正 当 な 利 益 を 害 す る お そ

れ が あ る と 認 め ら れ る も の  

・ 生 命 等 保 護 情 報 （ 第 4 号 ）  

公 に す る と 人 の 生 命 ， 身 体 ， 犯 罪 の 予 防 等 に 支 障 が 生 じ る

お そ れ が あ る と 認 め ら れ る も の  

・ 事 務 事 業 執 行 情 報 （ 第 6 号 ）  

監 査 ， 契 約 ， 調 査 研 究 等 に 関 す る 情 報 で ， 公 に す る と 事 務

事 業 の 適 正 な 遂 行 に 著 し い 支 障 が 生 じ る と 認 め ら れ る も の  

※ 詳 細 は『 柏 市 情 報 公 開 条 例 』 第 7 条 （ 公 文 書 の 開 示 義

務 ） を 参 照  

（ ３ ） 他 者 か ら 秘 密 保 持 義 務 を 課 さ れ て 開 示 さ れ た 秘 密 情 報  

 他 者 と の 間 で 秘 密 保 持 契 約 を 締 結 し て 取 得 し た 秘 密 情 報 を

生 成 AI に 入 力 す る 行 為 は ， 生 成 AI ツ ー ル 提 供 者 と い う 「 第

三 者 」 に 対 し て 秘 密 情 報 を 「 開 示 」 す る こ と で 秘 密 保 持 契 約

に 反 す る 可 能 性 が あ る た め ， 生 成 AI に 秘 密 情 報 を 入 力 し て

は な ら な い 。  

Ⅱ  生 成 物 を 利 用 す る に 際 し て 注 意 す べ き 事 項  

 生 成 AI ツ ー ル は ， イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 情 報 の 正 誤 を 判 断 し

て 生 成 す る プ ロ グ ラ ム に な っ て お ら ず ， 生 成 物 の 正 確 性 は 保

証 さ れ な い た め ， 利 用 す る 際 は 以 下 （ 1） ～ （ 4） に 示 す 事 項

に 注 意 が 必 要 で あ る 。  

（ １ ） 生 成 物 の 内 容 に 虚 偽 が 含 ま れ て い る 可 能 性 が あ る  

生 成 AI に 含 ま れ る 大 規 模 言 語 モ デ ル の 原 理 は ， 「 あ る 単

語 の 次 に 用 い ら れ る 可 能 性 が 確 率 的 に 最 も 高 い 単 語 」 を 出 力

す る こ と で ， も っ と も ら し い 文 章 を 作 成 し て い く も の で あ

り ， フ ェ イ ク 情 報 も 学 習 し て し ま う こ と が あ る た め ， 生 成

物 の 内 容 に は 虚 偽 が 含 ま れ て い る 可 能 性 が あ る こ と に 注 意

す る こ と 。  

生 成 AI は 学 習 デ ー タ に な い こ と は 答 え ら れ な い 。 生 成 AI
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の 学 習 モ デ ル の 例 と し て GPT-3.5 モ デ ル で は ， 2021 年 9 月

ま で の デ ー タ で 学 習 す る た め ， そ れ 以 降 に 発 生 し た 事 項 に

つ い て は 答 え ら れ な い か 誤 っ た 回 答 を し て し ま う 。  

こ の よ う な 生 成 AI の 特 性 や 限 界 を 把 握 し ， 生 成 物 の 内 容

を 盲 信 せ ず ，必 ず 根 拠 や 裏 付 け を 一 つ ず つ 自 ら 確 認 す る こ

と 。  

（ ２ ） 生 成 物 を 利 用 す る 行 為 が 誰 か の 既 存 の 権 利 を 侵 害 す る 可 能 性

が あ る  

ア  著 作 権 侵 害  

生 成 AI か ら の 生 成 物 が ， 既 存 の 著 作 物 と 同 一 ・ 類 似 し

て い る 場 合 は ， 当 該 生 成 物 を 利 用 （ 複 製 や 配 信 等 ） す

る 行 為 が 著 作 権 侵 害 に 該 当 す る 可 能 性 が あ る 。  

そ の た め ， 以 下 の 留 意 事 項 を 遵 守 す る こ と 。  

① プ ロ ン プ ト に 既 存 著 作 物 ， 作 家 名 ， 作 品 の 名 称 を 入

力 し な い 。  

② 特 に 生 成 物 を 「 利 用 」 す る 場 合 に は ， 生 成 物 が 既 存

著 作 物 に 類 似 し て お り 著 作 権 の 侵 害 に あ た ら な い か を

確 認 す る よ う に す る 。  

イ  商 標 権 ・ 意 匠 権 侵 害  

画 像 生 成 AI を 利 用 し て 生 成 し た 画 像 や ， 文 章 生 成 AI

を 利 用 し て 生 成 し た キ ャ ッ チ コ ピ ー 等 を 商 品 ロ ゴ や 広

告 宣 伝 等 に 使 う 行 為 は ， 他 者 が 権 利 を 持 っ て い る 登 録

商 標 権 や 登 録 意 匠 権 を 侵 害 す る 可 能 性 が あ る の で ， 生

成 物 が 既 存 著 作 物 に 類 似 し な い か の 調 査 に 加 え て ， 登

録 商 標 ・ 登 録 意 匠 の 調 査 を 行 う よ う に す る こ と 。  

ウ  虚 偽 の 個 人 情 報 ・ 名 誉 毀 損 等  

生 成 AI は ， 個 人 に 関 す る 虚 偽 の 情 報 を 生 成 す る 可 能

性 が あ る こ と が 知 ら れ て い る 。 虚 偽 の 個 人 情 報 を 生 成

し て 利 用 ・ 提 供 す る 行 為 は ， 個 人 情 報 保 護 法 違 反 （ 法

19 条 ， 20 条 違 反 ） や ， 名 誉 毀 損 ・ 信 用 毀 損 に 該 当 す る

可 能 性 が あ る の で ， 必 ず 事 実 確 認 を 行 う よ う に す る こ

と 。  
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（ ３ ） 生 成 物 に つ い て 著 作 権 が 発 生 し な い 可 能 性 が あ る  

生 成 AI に よ る 生 成 物 に 著 作 権 が 発 生 し て い な い 場 合 ， 当

該 生 成 物 は 基 本 的 に 第 三 者 に 模 倣 さ れ る と い う こ と に な る の

で ， 自 ら の 創 作 物 と し て 権 利 の 保 護 を 必 要 と す る 個 人 や 組 織

に と っ て 大 き な 問 題 と な る 。  

生 成 AI に よ る 生 成 物 に 著 作 権 が 発 生 す る か 否 か に つ い て

は ， 生 成 AI を 利 用 し て の 創 作 活 動 に 人 間 の 「 創 作 的 寄 与 」

が あ る か 否 か に よ っ て 定 ま る た め ， 生 成 物 を そ の ま ま 利 用

す る こ と は 極 力 避 け ， で き る だ け 加 筆 ・ 修 正 し て 自 ら の 著

作 物 と し て 利 用 す る こ と 。  

（ ４ ） 生 成 AI の ポ リ シ ー 上 の 制 限 に 注 意 す る  

生 成 AI に お い て は 本 ガ イ ド ラ イ ン に 記 載 す る 制 限 に 加

え ， 生 成 AI ツ ー ル ご と に ポ リ シ ー 上 独 自 の 制 限 を 設 け て い

る た め 注 意 す る こ と 。  

 

３ 生成 AI の活用方策（校務での使用について） 

校 務 で の 活 用 の 際 ， 働 き 方 改 革 の 一 環 と し て 活 用 す る こ と

が 考 え ら れ る が ， あ く ま で 「 た た き 台 」 と し て の 利 用 で あ

り ，最 後 は 教 職 員 自 ら が チ ェ ッ ク し ， 推 敲 ・ 完 成 さ せ る 必 要

が あ る 。 以 上 を 踏 ま え た 上 で ， 効 果 が 見 込 ま れ る と 想 定 さ れ

る 具 体 例 を 以 下 に 示 す 。  

（ １ ） 推 奨 す る 活 用 例  

   ① 児 童 生 徒 の 指 導 に 関 わ る 業 務 の 支 援  

    ・ 教 材 の た た き 台  

    ・ 練 習 問 題 や テ ス ト 問 題 の た た き 台  

    ・ 生 成 AI を 模 擬 授 業 相 手 と し た 授 業 準 備  

   ② 学 校 行 事 ・ 部 活 動 へ の 支 援  

    ・ 校 外 学 習 等 の 行 程 作 成 の た た き 台  

    ・ 運 動 会 の 競 技 種 目 案 の た た き 台  

    ・ 部 活 動 等 の 大 会 ・ 遠 征 に か か る 経 費 の 概 算  

    ・ 定 型 的 な 文 書 の た た き 台  

   ③ 学 校 の 運 営 に か か わ る 業 務 の 支 援  
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    ・ 報 告 書 の た た き 台  

    ・ 授 業 時 数 の 調 整 案 の た た き 台  

    ・ 教 員 研 修 資 料 の た た き 台  

    ・ HP 等 広 報 用 資 料 の 構 成 や た た き 台  

    ・ 挨 拶 文 や 式 辞 等 の 原 稿 の た た き 台  

   ④ 外 部 対 応 へ の 支 援  

    ・ 保 護 者 向 け の お 知 ら せ 文 書 の た た き 台  

    ・ 外 国 籍 の 保 護 者 へ の お 知 ら せ 文 書 の 翻 訳 の た た き 台  

（ ２ ） 適 切 で は な い 活 用 例  

    上 記 の 具 体 例 に あ る 通 り ， 「 た た き 台 」 と し て の 使 用 が ふ

さ わ し い た め ，生 成 AI に よ っ て 作 ら れ た 資 料 や 文 書 を そ の

ま ま 活 用 し た り 内 容 の 正 確 さ を 確 認 せ ず に 使 用 し た り す る

こ と はふ さ わ し く な い 。  

    テ キ ス ト マ イ ニ ン グ を 用 い る と ， 複 数 の 情 報 か ら 多 数 あ る

情 報 を 明 確 化 す る こ と が で き る 。 出 た 情 報 が 必 ず し も 正 解 に

つ な が る と い う わ け で は な い こ と を 理 解 せ ず ， 鵜 呑 み に し

て 活 用 す る こ と は ふ さ わ し く な い 。  

 

４ 生成 AI の活用方策（学習指導について）  

活 用 す る に あ た り ， 情 報 モ ラ ル 教 育 の 一 環 と し て ， 教 師 は 生

成 AI が 生 成 す る 誤 り を 含 む 回 答 を 教 材 と し て 使 用 し ，そ の 性

質 や 限 界 等 を 児 童 生 徒 に 気 づ か せ る な ど ， ま ず は 理 解 さ せ る

こ と が 必 要 で あ る 。 ま た ， 児 童 生 徒 に 自 由 に 使 わ せ る た め に

は ，メ リ ッ ト ・ デ メ リ ッ ト に 関 す る 学 習 を 十 分 に 行 い ， 情 報

モ ラ ル を 含 む 情 報 活 用 能 力 を 充 分 育 成 す る 必 要 が あ る 。  

（ １ ） 推 奨 す る 活 用 例  

 学 校 業 務 に お い て ， 生 成 AI の 活 用 に よ り 効 果 が 見 込 ま れ

る と 想 定 さ れ る 具 体 例 を 以 下 に 示 す 。  

① 情 報 モ ラ ル 教 育 の 一 環 と し て ， 教 師 は 生 成 AI が 生 成 す る

誤 り を 含 む 回 答 を 教 材 と し て 使 用 し ， そ の性 質 や 限 界 等

を 児 童 生 徒 に 気 づ か せ る 。  

② グ ル ー プ の 考 え を ま と め た り ， ア イ デ ア を 出 し た り す る 活
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動 の 途 中 段 階 で ， 児 童 生 徒 同 士 で一 定 の 議 論 や ま と め を

し た 上 で ， 足 り な い 視 点 を 見 つ け議 論 を 深 め る 目 的 で 活

用 さ せ る 。  

③ 英 会 話 の 相 手 と し て 活 用 し た り ， よ り 自 然 な 英 語 表 現 へ の

改 善 や 一 人 一 人 の 興 味 関 心 に 応 じ た 単 語 リ ス ト や 例 文 リ ス

ト を 作 成 し た り す る こ と に 活 用 さ せ る 。  

④ 外 国 の 児 童 生 徒 等 ， 日 本 語 学 習 の た め に 活 用 さ せ る 。  

（ ２ ） 適 切 で は な い 活 用 例  

① 各 種 コ ン ク ー ル の 作 品 や レ ポ ー ト ・ 小 論 文 な ど に つ い て ，

生 成 AI に よ る 生 成 物 をそ の ま ま 自 己 の 成 果 物 と し て 応

募 ・ 提 出 す る こ と 。  

② 詩 や 俳 句 の 創 作 ， 音 楽 ・ 美 術 等 の 表 現 ・ 鑑 賞 な ど， 子 ど

も の 感 性 や 独 創 性 を 発 揮 さ せ た い 場 面 や 初 発 の 感 想 を 求

め る 場 面 な ど で 最 初 か ら 安 易 に 使 わ せ る こ と 。  

③ テ ー マ に 基 づ き 調 べ る 場 面 な ど で ，教 科 書 等 の 質 の 担 保

さ れ た 教 材 を 用 い る 前 に 安 易 に 使 わ せ る こ と 。  

④ 教 師 が 正 確 な 知 識 に 基 づ き コ メ ン ト ・ 評 価 す べ き 場 面 で ，

教 師 の 代 わ り に 安 易 に 生 成 AI か ら 児 童 生 徒 に 対 し 回 答 さ

せ る こ と 。  

⑤定 期 考 査 や 小 テ ス ト な ど で 子 ど も た ち に 使 わ せ る こ と 。  

⑥ 児 童 生 徒 の学 習 評 価 を ， 教 師 が 生 成 AI か ら の 出 力 の み を

も っ て 行 う こ と 。  

 


